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　作業療法室に 3D プリンタがあ
ることで，どんな風景になるのだ
ろうか？
　OT が自助具の基本設計までを
行い，あとは患者自身が納得いく
まで修正を繰り返してもいい．お
しゃれでお気に入りのデザインを
つくり出すことも可能である．
「自分のものは自分でつくる」こと
があたり前になり，3D モデリン
グの仕事を請け負うこともめずら
しくなくなった．これらの取り組
みは，すでに国内外の各地で始
まっている．
　低価格，高精度で入手しやすい
3Dプリンタ技術による「ものづく
り」は，工学系専門家ではない私
たちでも扱える身近なものになっ
た．しかし，「どのように活用した
らいいの？」，「何から始めたらい
いの？」と困っている方も多いと
聞く．3D プリンタを取り巻く環
境は，まだまだ過渡期であり，気
軽に始められる環境でないのが原
因の一つである．3D プリンタ関
連の情報は，探そうと思えばイン
ターネットの海外サイトの随所に
散らばっている．これらの情報を
まとめ，作業療法の臨床場面で有
効に活用していくには，お金と時
間を惜しまず模索できる力が求め
られる．この状況を料理でたとえ

るなら，手間暇かけて一品料理を
仕上げるシェフのようなものだ．
シェフの創る料理を，一般の家庭
でも再現してみたい．そんな思い
に応え，手の届く範囲の手軽さで
構成された，3D プリンタの料理
本が本書になる．
　東京にある東急大井町線中延駅
から徒歩 1分弱の立地に，ものづ
くりに関心がある執筆者らが集う
ファブラボ品川がある．10人ほど
の人数が出入り可能な部屋に，
レーザーカッターや 3D プリンタ
が配置され，「どんな活用が可能
なのか？」日々試行錯誤を繰り返
している．「発見できたおもしろ
さを，より多くの人にも知ってほ
しい」．本書には，ファブラボ品川
での旬な今を切り取った情報が描
かれている．それゆえ，書籍内で
紹介しているハード，ソフトウェ
アの情報が更新された場合に記事
内容との食い違いが生じてしまう
こともある．これは，技術書の宿
命といわれる点だ．出版後，紹介
された 3D モデリングアプリで，
大幅なユーザビリティの変更があ
り，図解記事と内容が異なってい
る．
　本書のみの情報で 3D プリンタ
の活用が完結することはない．本
書をうまく活用する方法は，書籍

内で紹介されているキーワードを
検索し，さらなる情報へとつな
がっていく入り口として捉えるこ
とだろう．そして，ファブラボ品
川の仲間たちの活動と同じく，仲
間をつくり，ヒト・コト・モノを，
おもしろがれることがポイントに
なる．
　本書は，自助具のキーワードで
構成されているが，まだまだ 3D
プリンタを難しそうと感じている
方は，興味がもてるものから始め
てみるといい．本書の情報を活用
し，ネームプレートや，かわいい
小物でもいい．自分で作製するに
は壁が高い場合は，書籍内で紹介
されているデータを出力してみる
といい．まずは手に触れてみるこ
とが大切だ．
　本書を手にしたら，著者らが所
属する一般社団法人 ICT リハビ
リテーション研究会が主催する勉
強会や，ファブラボ品川に遊びに
行ってみることをお勧めする．
きっと，何かが生み出される，そ
んなワクワクした気持ちが伝染し
ていくだろう．さあ，新しい技術
を選り好みしないで，未来の作業
療法室を想像してみてほしい．
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はじめてでも簡単！
3Dプリンタで自助具を作ろう

田　中　栄　一
（国立病院機構八雲病院，作業療法士）
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